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         「谷戸の池」の堤体改修工事が始まります 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

谷戸の池の堤防工事と今後の課題 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●2018年春 台峯の現状 

現在、池のヘドロのしゅんせつ工事が終

わり（2017年 6月終了）、堤防の改修工事が

始まろうとしています。危険はありませんが、

立ち入り禁止のままなので、基金の「歩く会」

も谷戸の池の周辺を歩けない状況が続いて

います。幸い、これまでの工事で湿地への

影響は出ていないようです。 

 

●堤防工事の遅れと今後 

2017 年度に予定されていた堤防工事で

すが、業者が決まったのが 2018年 3月で、

すでに年度末でした。着工が 2018年の 4月

になりますので、工事は 8月末までは続く見

込みです。前回、ヘドロのしゅんせつ工事を

してくれた、同じ業者の同じ担当者が工事

を請け負ってくれることになりました。 

今後、管理棟の工事が 2 箇所、2 年かけ

て建設される予定なので、2021 年の春頃に

開園になると思われます。 

 

●堤防工事の概要 

これまでにもお伝えいたしましたが、基金

の交渉の成果もあって、大規模な改修を避

ける工事となります。コンクリートを使うのは

水門が設置される一部分で、ほとんどが現

在の土の堤防を固めて補修します。石や芝

生で覆うことは取りやめ、現在の堤防の土を

固めて改修します。全体に池の水位が低く

なりますが、水抜き管理や水位の調節が可

能になります。工事の際、水路の汚染対策

への配慮を、引き続き行政や現場の業者と

話し合ってまいります。 

 

●谷戸の池の安全対策が難問 

転落防止のために、新たに柵が設けられ

る予定です。景観が変わってしまいますが、

今後の安全対策のためにはやむを得ない

でしょう。池を常時監視できる方法がないの

で、安全対策の面から、台峯緑地の管理体

制をどうするか難しい問題です。 

 

●工事用の仮設路と散策路の計画が二転

三転 

谷底の北半分（山崎小学校裏のオギ原

の周辺）の工事用仮設路はそのまま残され、

土砂崩れなど緊急時のみ（普段は閉鎖）使

用される車両侵入路となります。 

谷底の南半分（谷戸の池と湿地の周辺）

の工事用仮設路（既存の散策路の上にシ

ートと砂利を敷いた道）は撤去され、その後

に幅員を狭くして自然に配慮した散策路(既

存の散策路を整備)が設けられます。 

谷底の北半分の散策路は既存の散策路

をほとんど現状のまま活かすことになりまし

た。 

結論は以上の通りですが、この一年、計

画が二転三転して、私ども基金も対応に追

われました。今後は、散策路の整備内容に

ついて検討してまいります。 

 

●中央公園との連絡路、谷底と尾根の連絡

路はどうなる 

台峯は西側の「鎌倉中央公園」と一体の

緑地のため、相互の緑地を往来できる散策

路が予定されていました。また、谷底と尾根

の連絡路（基本計画では「主動線」と称され、

緑地のメインルートの位置づけ）も計画され

ていますが、これらが廃止になる可能性が
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出てきました。 

これにより、今後の緑地管理はもちろん、

生物の保全が難しくなるかもしれません。ま

た多数の来園者が、谷戸の池周辺（生物保

護を優先した「保全ゾーン」の位置づけ）を

日常的に利用すると予想され、自然への配

慮が心配されます。 

 

●里山的な整備が廃止 

これまでの話し合いを基に、基本計画や

実施設計では、田んぼの復活や水路の補

修、畑跡地の復元が予定されていましたが、

予算不足を理由にこれらの計画が廃止され

てしまいました。基本構想の理念であった、

里山的な管理は、開園後のボランティアの

手にゆだねられることになります。 

しかし、園路沿いの倒れかかった樹木、

水路などの日照をさまたげる大きな木の伐

採は危険を伴います。開園以前に専門業

者に依頼する必要があるため、これからも市

に要請してまいります。 

 

●周辺緑地の買収はできるのか 

台峯緑地の東側斜面は住宅地に隣接し

ていることから、「保全配慮地区」として、後

から買収を進めることになっています。ミニ

開発の恐れもあるので、速やかな買収を進

めて欲しいところですが、鎌倉市の財政事

情から難航しそうな気配です。周辺緑地の

買収の進行に関しても、市公園課と定期的

に会合の場を持ち、確認してまいります。 

                    久保 廣晃
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「緑の洞門」問題         鎌倉市民憲章 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「鎌倉市民憲章」―1973 年 11 月 3 日制

定のこの憲章は、「鎌倉の歴史的遺産と自

然及び生活環境を後世に伝えます」と高ら

かに謳い上げており、それこそが私達市民

協働の精神であると言えます。 

 会員の皆さまもご高覧の事と拝察致します

が、3月 1日付「広報かまくら」第 1311号に、

「北鎌倉隧道の安全対策について」と題した

松尾市長の言葉が掲載されました。 

  「緑の洞門」について、市長は当初の開

削方針を転換、平成 28 年安全性確保と尾

根の文化財的価値との両立に向けて仮設ト

ンネルを整備する計画を発表、昨年中には

整備完了し通行可となっている筈でした。 

 しかし、市民に対してまずなすべき遅延理

由の説明も無く、地権者である円覚寺及び

雲頂庵に対してのおわび文の形をとってい

ます。今回の市長声明文は市民を後に回し、

権利関係だけ重視した証と見て取れます。

（この北鎌倉駅脇の洞門開削問題について、

詳 細 は 「 緑 の 洞 門 Ｑ &A 」 ご 参 照

http://kitakamashiseki.blog.fc2.com/blog-

entry-237.html） 

 さて、台峯供用まで残す約 3 か年、この

「緑の洞門問題」と併せ、長年皆様とともに

推進してきた台峯保全活動（基本構想から

実施設計まで）が最終段階で逸脱（設計変

更など）することがないよう注意しつつ、市側

と協力を進めて行きたいと思っています。 

「台峯を歩く会」も今月で 233 回となりました。

当基金の活動指針の中に鎌倉市民憲章の

理念を守りつつ、後世への想いを馳せて―。 

平成 30年 3月 

理事長 出口 克浩

2018年 3月 1日付「広報かまくら」第 1311号より
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「北鎌倉緑の洞門を守る会」のブログより、

「緑の洞門 Ｑ＆Ａ」の冒頭部分を転載しま

した。続きは次を御覧ください。

http://kitakamashiseki.blog.fc2.com/blog-entry-237.html

http://kitakamashiseki.blog.fc2.com/blog-entry-237.html
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

台峯を歩く会と関連活動の報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2017年 3月より 2018年 2月までの「台峯

を歩く会」と関連活動の報告を致します。 

何と本年 2月で 232回を数えました。しか

しながら昨年 2月から現在に至るまで、谷戸

底への通行は禁止と成っています。「谷戸

の池の浚渫工事」「仮設路関連工事」「堤体

改修工事」等が今後も予定されています。 

しばらくは工事の進捗状態に一喜一憂し

ながら、チエックを続けていきます。 

 

・３/１９ 2 月の山歩きの時は、「春」を見つけ

るのがやっとでしたが、今回は配水池横の

オオシマザクラが満開、その速さに驚かされ

ます。 

 

・４/１６ 立ち入り禁止が 5 月末まで延期。今

回は「春総集編」野草と樹木の花等、     

全てを見る事が出来ました。シュレーゲルア

オガエルが鳴き、カワニナも、オタマジャク

シも元気に泳いでいました。 

 

・５/２１ 「みどりショップ記念」の山歩き。今

回の自然観察のテーマは、初夏の樹木の     

白い花です。チガヤ、カモジグサ等イネ科

の入門も実施。 

 

・６/１８ 浚渫工事の現状について説明。今

回のテーマは、梅雨時に多いいチョウ。     

ホタル観察会も始まります。 

 

・７/１６ ホタル観察会報告。仮設路工事の

影響がどう出るか大変心配しましたが、  

６/１１ ゲンジ 150、７/８ ヘイケ 120 と元気

でした。問題は来年？ 

 

・８/２０ テーマは樹液に来る虫たち。刈らず

に残したいつる
．．
草の花。 

 

・９/１７ 台風 18号接近のため中止。 

 

・１０/１５ ９/１８に行われたマツムシを聴く会

報告。聞き分けるのが大変なマツムシ。      

今年ははっきり、大きな声を全員が確認、大

成功。 

 

・１１/１９ テーマは目立つ木の実、小さな木

の実、そして草の実。市役所とのミーテイン

グで突然出てきた今までの合意事項を根底

から覆すような暴論に対し、激しい反対論

噴出。 

 

・１２/１７ 今回のテーマは、12 月に残ってい

る紅葉。地味な枯れ木になった落葉樹の実。

ムラサキシキブ、ビナンカヅラ、イヌシデ、ヌ

ルデ。役所案に対する当基金の基本的な

考え方の説明。（参加者全員賛成） 

 

・１/２１ 恒例の台稲荷初詣。今回のテーマ

は「エノキの枯葉をめくってチョウの幼虫を

探す」12 月 25 日市役所との交渉を評価し

つつも、緊張感をもって交渉に当たるよう、     

激励の意見多数出る。                                                

 

・２/１８ 1年ぶりに谷戸底の部分を含め、モ

ニタリングを実施。その変化に驚かされると

同時に「自然を守ることがいかに大切か」を

痛感させられました。 

      望月 晶夫 
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       早 春 の 台 峯 の 動 植 物 

 

 

 
＜台峯で一番早く開花するというオオシマザクラ＞ 

 

 
         ＜同上 花部分＞ 

 

 

＜カジイチゴ＞ 

 

 

 

 

今年 3月 17日の姿 

 

 

 

        ＜カンアオイ＞ 

 

 

        ＜ヒキガエルの卵＞ 

 

 

              ＜スミレ＞ 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

鳥の名前よもやま噺  第 2話  コゲラ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

前回は名前を知るとその対象に愛着が生

まれること、学名と標準和名、俗称の話を

Milvus migrans、トビ、とんびの例で、ごく簡

単に述べました。 

昭和天皇の侍従が「お上は名もない草に

も御心を寄せられる」と申し上げると、「もし

名もない草を見つけたら、それは新種の発

見で大変な事です。名を知らぬ草と云うべ

きです」と仰せられたということです。1758年、

スウエ―デンの学者リンネウス（リンネと同じ

人です）が確立した命名方法によって、全て

の生物に国際的に共通な名前、即ち学名

が付けられるようになり、以後、年月を重ね、

現在では全ての生物に学名がついていま

す。そして日本では学名に対応する標準和

名が付けられています。ですから、陛下の

仰る通り、名もない草とは新種の発見以外

はありえません。    

    
＜木にとまるコゲラ（日本で最小のキツツキ）＞ 

by Alpsdake licensed under C.C.A-S.A3.0 

                 -Wikipedia 

今回は鎌倉の山野を歩くと、何時でも見

られる世界で最も小さい啄木鳥（きつつき）、

コゲラを例に、学名を見てみましょう。 

普通、図鑑などでコゲラの学名は

Dendrocopos kizuki と記されています。これ

は略式で、正式には Dendrocopos kizuki 

(Temminck,1835)と命名者と,名前を決めた

年 号 を 書 く こ と と な っ て い ま す 。

Dendrocopos が属名で、次の kizuki が種名

です。属名の次に種名を書く『二名法』で、

日本人の姓名の表記と似ています。読み方

は文部省式のローマ字の様にデンドロコポ

ス キズキと読みます。学名が作られた時、

1758年頃の国際言語はラテン語でしたので、

学名はラテン語を使用しています。ラテン語

はその当時でも死語ですから、実際にシー

ザーやアントニオがどの様に発音していた

か、誰も判らないはずです。しかし現在まで

も昔の通り唱え続けられていると思われるカ

ソリックの祈祷文の発声から、当時の発音を

類推し正式の発音がきめられています。長

音とアクセントがありますが、難しく考えず、

日本人は文部省式のローマ字と同じように

読んで大丈夫です。命名者と年号が( )の

中にあるのは後から属名が変更された場合

です。命名後、分類学が進むにつれて、属

名が変わったことを表しています。最近は

DNA による分類体系の見直しが進行中で、

従来の分類方法が根本から大きく変更され

つつあります。そこで分類の話や命名史に

ついてここでは触れません。 

Dendrocopos アカゲラ属は古代ギリシャ

語で dendron（木）と同じく古代ギリシャ語

kopos（敲く）からきています。学名を最初に

決めようとしたとき、多くの学者が自国の名

前を学名にしようと主張したので、一番古い

https://commons.wikimedia.org/wiki/User:Alpsdake
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名前を学名にしようと決めました。そこでギリ

シャ時代の「アリストテレスの動物誌」やロー

マ時代の「プリニウスの博物誌」から引用し

た名前が多くなったので、学名には古代ギリ

シャ語とラテン語が多く使われています。し

かしコゲラの種名 kizukiは日本語の「きつつ

き」から来ています。 次の Temminck,1835

はテミンクが 1835 年に命名したと云う意味

です。学名を見るだけで、少し日本の博物

史を知っている人なら、コゲラはシーボルト

がヨーロッパに初めてサンプルを送って報

告した鳥で、それを受け取ったテミンクが命

名したと判ります。鎖国中の日本に潜入し

日本の博物をヨーロッパに紹介したケンペ

ル、ツンベルグ、シーボルト、そして本国の

研究所で送られた標本を分類研究したテミ

ンク、シュレーゲルなどの名前を、もし御存

知なければ、ネットで調べるなり、台峰を歩

きながらでも、私に尋ねてください。コゲラは

英名で Japanese Pygmy Woodpecker といい

ますが、学名や英名からコゲラが日本特産

の鳥であることが判ります。ユーラシア大陸

から離れた日本列島で隔離分布した啄木

鳥です。英名で Japanese とついていれば

大抵、日本若しくはその周辺しか見られな

い日本独自の鳥です。 

コゲラは僅か 30年ほど前には、鎌倉の山

野で滅多に見られない鳥でした。私が鳥を

見始めたころ、高尾山の探鳥会で「やっとコ

ゲラが見られた」と、感激したのを今でも覚

えています。現在の台峰ではそのコゲラが

至極容易に見られます。これは鎌倉の緑地

が放置された森林となり、コゲラにとって好

都合な枯木が豊富になった結果です。鎌倉

では里山の環境が無くなり、今の鎌倉の山

林は頼朝が幕府を開いた時代などより、は

るかに遠い遠い昔に戻りつつある様です。 

                   久保 順三 

 

コゲラ （小啄木鳥、学名：Dendrocopos 

kizuki あるいは Picoides kizuki ）はキツツキ

目キツツキ科に分類される鳥類の一種。英名

は "Japanese Pygmy Woodpecker" で、

日本にいる小さなキツツキの意。 

形態 

全長 15 cm[4][5](13-15 cm[6][7]) で、スズメと

同じくらいの大きさ。翼開長は約 27 cm[5]。体

重 18-26 g[6]。日本に生息するキツツキとして

は最も小さい。オスよりメスがやや大きい。灰

褐色と白のまだら模様の羽色をしている。南

方に分布するものほど体色が濃くなる傾向が

ある。雌雄の羽色の違いは後頭部にある赤

い斑の有無（雄にある）程度だが、野外では

ほとんど見えないため、羽色で雌雄を区別す

ることは困難なことも多い。足には前指 2本

と後指 2本がある[8]。 

分布[編集] 

ロシア南東部、サハリン、朝鮮半島北部、中

国東北部、日本列島など、東アジアの限られ

た地域に分布している。 

日本では一部離島を除く全国の亜寒（亜高

山）帯針葉樹林から亜熱帯照葉樹林まで広く

分布する。基本的には留鳥だが、寒冷地に生

息する個体は、冬季には暖地へ移動するも

のもいる。東京都小平市の「市の鳥」に指定さ

れている。            －Ｗｉｋｉｐｅｄｉａより 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E5%90%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%84%E3%83%84%E3%82%AD%E7%9B%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%84%E3%83%84%E3%82%AD%E7%9B%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%84%E3%83%84%E3%82%AD%E7%A7%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%B3%A5%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%B2%E3%83%A9#cite_note-4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%B2%E3%83%A9#cite_note-%E3%81%B2%E3%81%A8%E7%9B%AE%E3%81%A7%E3%82%8F%E3%81%8B%E3%82%8B%E9%87%8E%E9%B3%A5_(2010)%E3%80%81156%E9%A0%81-5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%B2%E3%83%A9#cite_note-EastAsia-6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%B2%E3%83%A9#cite_note-WP95-7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%BA%E3%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BF%BC%E5%B9%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%B2%E3%83%A9#cite_note-%E3%81%B2%E3%81%A8%E7%9B%AE%E3%81%A7%E3%82%8F%E3%81%8B%E3%82%8B%E9%87%8E%E9%B3%A5_(2010)%E3%80%81156%E9%A0%81-5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%B2%E3%83%A9#cite_note-EastAsia-6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%84%E3%83%84%E3%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%B2%E3%83%A9#cite_note-8
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%82%B3%E3%82%B2%E3%83%A9&action=edit&section=2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%82%B7%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%BA%E5%A4%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%9D%E9%AE%AE%E5%8D%8A%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%88%97%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%9C%E5%AF%92%E5%B8%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%9C%E5%AF%92%E5%B8%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%9D%E8%91%89%E6%A8%B9%E6%9E%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%9C%E7%86%B1%E5%B8%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%85%A7%E8%91%89%E6%A8%B9%E6%9E%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%95%99%E9%B3%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E5%B9%B3%E5%B8%82
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

台峯の周辺⑮ 旧総研と梶原山住宅地 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

台峯からは海が見えないようだが、休日

にヨットで沖に出ると、いつも、つい台峯を

探してしまう。緑の稜線が続く中で唯一目

星とするのが、旧野村総合研究所の建物

である。海からは常盤山緑地の奥にあり、

同じ野村系の梶原山住宅地の谷戸を挟ん 

で台峯に繋がる。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜葉山沖から＞ 

1966 年の完成から数年後に初めて筆者が

この建物を訪問したのは、学園祭での発

表用に資料を貰うためだった。対応してく

れた情報室長は、我々が偶々学校の後輩

に当ったこともあり、向いの住宅地にあるご

自宅でお茶に招いて下さった。 

この住宅地には研究所関係者が多く住

んだようで、普段は都心に通勤する当時の

佐伯喜一理事長も、深夜の帰宅途中自宅

間際の車から窓の灯りを見て現れ、残業

中の研究員を激励したと伝わる。今も関係

者が住んでおられるのかもしれぬ。 

さて次に訪問したのは翌年冷やかし半

分の就職説明会で、全国から優秀そうな

学生が集まり鋭い質疑応答が続いたのだ

が、筆者が一番感銘を覚えたのは交通費

として千円くれたことで、これが遥々北海

道からも徒歩で山越えしただけの筆者も一

律同金額だったのだ。尤も何でも上がいる

もので、会場には住宅地に住む知人が谷

戸から上がっただけの、山も越えずに来て

おり、「何だ、君は今日が初めてか？」どう

やら彼は毎日やってきては交通費をせし

めていたらしい。 

それはともかく、研究所の設立に当って

は各国のシンクタンクを参考に、中でも米

国スタンフォード研究所を範としたようだ。

理系を含む調査・研究が中心の業務は勿

論、そのための立地も同様に郊外とした結

果、鎌倉が選ばれたのだろう。万博の入場

者数予測での成功や当時皇太子の今上

天皇のご訪問などがあったのも、この時代

である。 

やがて業務の中心が、公共から民間向

けに、調査・研究からコンサルティングやＩ

Ｔソリューションにシフト。また生物科学研

究からの撤退など変容する中で、1990年頃

に鎌倉から完全撤収した。  

その後土地建物が市に寄贈されてから

も既に十数年たつが、跡の利用が未だ定ま

らぬ。IT センターとかゴミ焼却場とか。しか

し、筆者としては、開発目的が失われた以

上、建物を無くし、自然が戻るように願う。

台峯と常盤山の両緑地が近づく訳だし、間

にある住宅地にとっても良いことだろう。海

から眺める際に台峯の目印は無くなってしま

うが。                 本田 隆史 
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第 19回 「会員の集い」 

 

 11 月 23 日（木、祭）山ノ内公会堂に計 30 名ほど

の方にご出席いただき、今年も「会員の集い」が開

かれました。 

台峯の整備も着工に向けての最終段階に入った

ところで、現状をご説明しつつ、みなさまのご意見を

伺った次第です。 

当日の次第は以下のとおりです。 

1理事長あいさつ 

2活動報告 

・山歩き、山の手入れ、モニタリングほか 

3台峯整備の計画変更と今後 

4「台峯は生きている」（台峯の四季）  

・ 久保、望月両理事の対談、スライドショー 

（上掲写真） 

 

活 動 記 録 

（2017 年 9月 10日～ 2018年 3月） 

 

1 市 公 園 課 と 打 ち 合 わ せ   

10/4,11/10,12/25,1/25 

2 会員の集い                       11/23 

3 理事会           10/1,11/5,12/3,1/7,2/4,3/4 

4 台峯を歩く会(山歩き)           (P.6参照) 

               10/15,11/19,12/17,1/21,2/18,3/18 

5山の手入れ             12/16,1/20,2/17,3/17 

6 モニタリング 

   9/16,10/1,11/5,12/16,1/20,2/4,2/17,3/4,3/17 

7 北鎌倉女子学園生徒を台峯に案内       3/16 

8  マツムシを聴く会                  9/18  

（なお、前号で「ホタル観察会」を「6/4,7/8」としまし

たが、「6/17,7/8」の誤りでした。訂正します。）
 

 

       編 集 後 記  

 

10 数年ほど前のことだが、何か健康的なことを、

と偶数週末は若いころ少し齧ったヨットの、奇数週

末は当基金の、仲間に加えて頂いた。 

ところが、海では早朝に出帆するや否や呑み始

めるし、また山では手入れ後の一杯が堪らぬ。結果、

健康的どころか、大伴家持の歌のようになった。 

 

海行かば 水漬く 水割り 

山行かば 草生
む

す メタクサ⋆ 

オー・ドゥ・ヴィ＊のヘネシー⋆など舐め 

カミュ⋆も忘れじ 

 

⋆ ： ブランデーの銘柄名 

＊  ： eau de vie 「命の水」 仏語でブランデーの

こと 

 

    正会員の皆さまへ  総会の予告 

    正式かつ詳細なご案内は、間近になって

から別途お送りしますが、総会開催は来る５

月２７日（日）11 時から、山ノ内公会堂にて、

の予定です。ぜひお越しください。 

 
              会報３7号 

発行日 2018年 4月 30日 

発行者 特定非営利活動法人 

北鎌倉の景観を後世に伝える基金 

事務局 〒248-0011 鎌倉市扇ガ谷 3-2-12本田方  

写 真  小谷一夫・久保廣晃・本田隆史 
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                  整備工事により変わる風景（２） 

 

「谷戸の池」堤体の工事により変わる風景があります。35号に続き、現在の姿をまとめました。 

＜堤体遠望。3本立ちの「谷戸三郎」は残るが、その 

奥左のハンノキは幅広となる堤に掛かってしまう＞ 

 
＜市による樹木整理 危険な樹や枝が伐採されています＞ 

 
＜環境変化により川に産んでしまったヒキガエルの卵を、 

右上写真の専用池に移動＞ 

  

＜堤体拡幅に備え、カエル産卵用池は 

堤から離して設置＞ 

  

＜堤脇から見た「谷戸三郎」と排水用ホース＞ 

            いずれも 2、3月に撮影 


